
「公共工事コスト縮減対策に関する新行動指針」

【 施策名： (１) 工事コストの低減 １）工事の計画・設計等の見直し ④ 技術開発の推進 】

自立式ケーシング工法の採用によりコスト縮減自立式ケーシング工法の採用によりコスト縮減

工事名：余別漁港-3.0m岸壁改良外一連工事
概 要：（従来） （新）

ケーシング工法 ⇒ 自立式ケーシング工法

① 施工途中でのケーシング取り外し作業が不要となるため、安全性の向上が図れる。
② 水中コンクリート打設の人工が削減されコスト縮減となった。

■ 水中コンクリート打設費を13,085千円から12,448千円に縮減。
（縮減額 637千円、縮減率 約5％）

効 果：
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ケーシング解体に係る人間が不要
（打設人工削減）

ケーシング内のコンクリート状態を外部から確認可能
（ケーシング解体不要）

ケーシング解体作業不要のため安全性向上


